
・点　鐘　矢島高明会長
・ソング　それでこそロータリー
・卓　話　梅田一彦様

【会長報告】
　入会候補者２名は信任され４／１２に入会式を
行います。３／１７日高ＲＣチャリティゴルフ（高麗
川ＣＣ）に飯能から１５名が参加。マスクは状況
に応じてご判断を頂き、極力私語は慎みながら
マスク着用の折にはお話出来る形にしていきたい。
ご協力お願い致します。当クラブの平均年令は
３／３１現在６５．２５歳です。若いメンバーの入会
を推奨して頂きますようお願い申し上げます。

【幹事報告】 ４／１２第１１回理事会となります。

【委員会報告】
◎出席向上委員会　　　　　　　　　中里（忠）君
　５／１６ＭＵツアーを３年振りに開催。新入会
員を中心に日高ＲＣへ参ります。１８時点鐘。

【セミナー報告】
◎次年度ロータリー財団委員長　　　　土屋君
　第２回財団部門セミナー・補助金セミナーの
講演の中で「エンドポリオナウ」１人１５００ドル以
上の支援に対し、飯能ＲＣが表彰を受けました。
馬場次年度会長、神田次年度幹事と３名で出席
し補助金受給資格が得られましたので、５月末
までに補助金の手続き、申請をお願い致します。
◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　神田君
　４／１２次年度役員委員長顔合わせ会（清河園）。
４／２３地区研修協議会参加の委員長、出向者は
私まで出欠をお願いします。

【出席報告】無届欠席２   細田（吉）出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】
３／１１（地区）土屋君、馬場君、神田君

【ロータリーの友】　　 神田・鈴木（康）雑誌委員
２月号、横組Ｐ６「２月２３日」はＲＣ創立記念日。
Ｐ８、戦争の悲惨さを訴える写真。Ｐ２０、大阪ＲＣ
１００周年。Ｐ２７、村田ガバナー紹介。縦組Ｐ４、セ
ブン銀行特別顧問の安斎隆氏の講演（二本松ＲＣ
６０周年）。俳壇に日高ＲＣ３名の句。
３月号、横組Ｐ７「地域の森活用術！」。Ｐ１８、会長
エレクトＧ・マッキナリー氏が質問に回答。縦組
Ｐ４「震災から復興へ 発酵で町づくり」衰退の原
因は中小企業の経営者にある、考えさせられる
内容。Ｐ９、佐倉中央の萩原会員はレストラン経
営者。一緒にイベントを行ったトップがロータ
リアンで、スムーズに事業が出来たとの事。俳
壇に日高ＲＣ２名の句。

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・梅田様、本日の卓話よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉澤君
・永安寺支店長の武球会ゴルフシニアの部で優
　勝してしまいました。　　　　　　中里（昌）君
・ご心配おかけしました。元気になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大附君
・遅刻しました。　　　　　　　　小谷野（正）君
・早退します。　　　　　　　吉島君、田辺君
本日計７，０００円、累計額７０７，０００円。
◎５日例会当番は大嶋、島田会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　  吉田（武）会員選考委員長
　１９６３年生まれ。８６年「損害保険ジャパン（株）」

（旧日本火災海上保険（株））入社。８８年「（株）共同」代表
取締役。９７年「ワールドインシュアランスサービス（株）」
取締役。０１年「伊藤忠インシュアランス・ブローカーズ（株）」
業務開発部長。０３年「伊藤忠商事（株）」保険部門営
業第二課長。０５年「（株）住宅あんしん保障」代表取
締役副社長。１８年、現職。２０年「（一社）住宅瑕疵担保
責任保険協会」代表理事。住宅の保険関係の第
一人者で、国交省の住宅局アドバイザーです。

　会社設立はＨ１１年。新築住宅を建てる際、必
ず事業主が保険に入るか供託するという法律が
２００９年に通り、私共は国交省認可の保険会社と
して工務店やハウスメーカー向けに保険を提供
しています。一般消費者向けではないＢｔоＢの
会社です。株主は６２社。吉田（武）様のような建材
流通業者が発起人になって設立され、住友林業
や商社、ＴＯＴＯ、ＹＫＫ等にも出資頂いています。
新築、リフォーム、中古流通物件の売買、大規模改
修時等の住宅関連の保険を専門に扱っています。
　野村総研の試算では２０４０年、新築住宅着工数
は４９万戸。今の半分位になり、０５年に比べて建
築費は１．３倍。マンション価格は１２年の３８２４
万円から現在は５１２１万円。２３区内では８２３６
万円が平均値。６年連続で高騰しています。住宅
を主に買う３０、４０代は９０年１９０２万人、２０年
１５４９万人、４０年は１２６６万人の予測。少子化対
策で今、生まれてもこの数字は変わりません。厳
しい数字ですがここからは明るい話。新築は減
りますが、既存住宅の中古流通が増えます。
　４人家族のマンションでオール電化住宅の光
熱費は２１年１９万円、２２年２８万円と１．５倍に上昇
しました。日本のエネルギー自給率は１２．１％で
ほぼ原子力と火力発電。秋田県とほぼ同じ面積
のカタールには大きな競技場が８つもあります
が、これらはカタールの原油、ＬＮＧに依存する
私達の電気代で賄われているという事です。
　これを変えるために、これからはＺＥＨ（ゼッチ：
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の普及が進め
られます。高断熱住宅を造り、太陽光発電、蓄電
池「エネファーム」でエネルギーを創ると電気代
は０円（売電も可能）。１０年で約３００万円の光熱
費の節約が出来る。日本は窓や壁の断熱化が遅
れているので来年からは法律で一定の断熱住宅
でないと建てられなくなります。東京都では今、
発電設備がかなり安く出来、川崎市でもこれか
ら補助金が出されます。太陽光は蓄電池がない
と夜電気が無くなってしまうので蓄電池にも来
年から補助金が出ます。国は省エネ化に向け、
過去に例のない補助金をどーんと出している。
今後１０年間、経産省だけで１４兆円の省エネ対
策費が閣議決定、この５年間で８～９兆円の補
助金が出ます。工務店や地域活性化に役立つ補
助金なのでうまく使って頂ければと思います。
　２０３０年、ＺＥＨが義務化されるようになれば
エネルギー自給率は格段に上がる。水力、風力、
太陽光で約４０％のエネルギーを賄うようにす

る事が２月に閣議決定され
ました。原発稼働が入って
いますが火力発電は止める
事になっています。電気は
余っても足らなくても停電
になります。発電量と使用
量のマッチングは太陽光だ
けだと難しいので、火力も
ある程度あった方がいいの
ですが、エネルギー自給率

を上げるためには頑張らなければダメなわけで
す。去年１年間で電気代は３兆円値上がりし、そ
の分を国が補填しているわけですが、こんな事
を続けていたら日本は持ちません。現在、エネル
ギーに出しているお金は、ガソリンに６兆円、
電気に３兆円、ガスに３兆円。１年半で１２兆円
もの税金が使われています。これでは日本が破
綻してしまう。そのため、今、国を挙げて「創
エネ」エネルギーを自給しよう、使わないよう
にしよう、補助金を出すので断熱化して下さい
という事をやっています。
　３省合同（経産・環境・国交）の省エネキャンペー
ンに２８００億円の予算が付いて、窓の断熱化

（内窓を付けるとすごく暖かく快適になる）、高
断熱浴槽（お風呂のお湯が冷めない）、ドアの交
換にも補助金が出る。３００万円の補修に９１万６
千円の補助金、３５％位の補助金率です。私は
長く業界で補助金の窓口をやっていますが、こ
んな事は今までにありません。これは３～５年
続くと思います。既存住宅も含めて、これから
日本の省エネ化は急速に進むと思います。
　戦後日本には補修・修繕する文化がなく、新
築住宅は平均築３０年で取り壊されていました。
ＮＹやロンドンでも木造住宅は８０年位持ちます。
住宅は壊れたから直すものではなく、定期的に
メンテナンスをするものなのです。マンション
も１２年に一度大規模修繕をやると８０～１００年
持ちます。００年に建築基準法が変わり、それ以
降に建てられた住宅はメンテナンスをすれば間
違いなく８０年持つ。１２年に１回の修繕で親、子、
孫の３世代が使える住宅が出来るので、結果、豊
かになるのです。１０年間に２００万円あれば修繕
は可能なので、１０年で３００万円の光熱費が節約
出来るＺＥＨならば逆に儲かるのかなという気
がしています。
　これから潮目が変わります。ヒートショック
の起こらない暖かい住宅で、自分も長生きする
し、エネルギーも使わない。部屋が常に２２度
位の住宅が一番健康に良いとされています。
　新築住宅の着工棟数が伸びていた時代は大手
のハウスメーカーが有利でしたが、住宅減少社
会では地場の、小回りが利く、知恵のある工務店
が必ず脚光を浴びます。大手は小さな修繕をや
りたがりませんから、住宅は地場産業なのです。
これからの人口減少社会は地場産業が伸びます。
年間１０棟やっている工務店が３割減って７
棟。リフォーム、リノベーション、省エネ化で十
分利益は取れますが、１万棟やっている大手は
５千棟だったら成り立ちません。宣伝費は一緒
ですから。利益の取れるしっかりしたものを造
り、昔の薄利多売から厚利小売に移行する。
　これからの日本を元気に明るくするためにも
地域地域で考えて頂ければと思います。
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・点　鐘　矢島高明会長
・ソング　それでこそロータリー
・卓　話　梅田一彦様

【会長報告】
　入会候補者２名は信任され４／１２に入会式を
行います。３／１７日高ＲＣチャリティゴルフ（高麗
川ＣＣ）に飯能から１５名が参加。マスクは状況
に応じてご判断を頂き、極力私語は慎みながら
マスク着用の折にはお話出来る形にしていきたい。
ご協力お願い致します。当クラブの平均年令は
３／３１現在６５．２５歳です。若いメンバーの入会
を推奨して頂きますようお願い申し上げます。

【幹事報告】 ４／１２第１１回理事会となります。

【委員会報告】
◎出席向上委員会　　　　　　　　　中里（忠）君
　５／１６ＭＵツアーを３年振りに開催。新入会
員を中心に日高ＲＣへ参ります。１８時点鐘。

【セミナー報告】
◎次年度ロータリー財団委員長　　　　土屋君
　第２回財団部門セミナー・補助金セミナーの
講演の中で「エンドポリオナウ」１人１５００ドル以
上の支援に対し、飯能ＲＣが表彰を受けました。
馬場次年度会長、神田次年度幹事と３名で出席
し補助金受給資格が得られましたので、５月末
までに補助金の手続き、申請をお願い致します。
◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　神田君
　４／１２次年度役員委員長顔合わせ会（清河園）。
４／２３地区研修協議会参加の委員長、出向者は
私まで出欠をお願いします。

【出席報告】無届欠席２   細田（吉）出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】
３／１１（地区）土屋君、馬場君、神田君

【ロータリーの友】　　 神田・鈴木（康）雑誌委員
２月号、横組Ｐ６「２月２３日」はＲＣ創立記念日。
Ｐ８、戦争の悲惨さを訴える写真。Ｐ２０、大阪ＲＣ
１００周年。Ｐ２７、村田ガバナー紹介。縦組Ｐ４、セ
ブン銀行特別顧問の安斎隆氏の講演（二本松ＲＣ
６０周年）。俳壇に日高ＲＣ３名の句。
３月号、横組Ｐ７「地域の森活用術！」。Ｐ１８、会長
エレクトＧ・マッキナリー氏が質問に回答。縦組
Ｐ４「震災から復興へ 発酵で町づくり」衰退の原
因は中小企業の経営者にある、考えさせられる
内容。Ｐ９、佐倉中央の萩原会員はレストラン経
営者。一緒にイベントを行ったトップがロータ
リアンで、スムーズに事業が出来たとの事。俳
壇に日高ＲＣ２名の句。

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・梅田様、本日の卓話よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉澤君
・永安寺支店長の武球会ゴルフシニアの部で優
　勝してしまいました。　　　　　　中里（昌）君
・ご心配おかけしました。元気になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大附君
・遅刻しました。　　　　　　　　小谷野（正）君
・早退します。　　　　　　　吉島君、田辺君
本日計７，０００円、累計額７０７，０００円。
◎５日例会当番は大嶋、島田会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　  吉田（武）会員選考委員長
　１９６３年生まれ。８６年「損害保険ジャパン（株）」

（旧日本火災海上保険（株））入社。８８年「（株）共同」代表
取締役。９７年「ワールドインシュアランスサービス（株）」
取締役。０１年「伊藤忠インシュアランス・ブローカーズ（株）」
業務開発部長。０３年「伊藤忠商事（株）」保険部門営
業第二課長。０５年「（株）住宅あんしん保障」代表取
締役副社長。１８年、現職。２０年「（一社）住宅瑕疵担保
責任保険協会」代表理事。住宅の保険関係の第
一人者で、国交省の住宅局アドバイザーです。

　会社設立はＨ１１年。新築住宅を建てる際、必
ず事業主が保険に入るか供託するという法律が
２００９年に通り、私共は国交省認可の保険会社と
して工務店やハウスメーカー向けに保険を提供
しています。一般消費者向けではないＢｔоＢの
会社です。株主は６２社。吉田（武）様のような建材
流通業者が発起人になって設立され、住友林業
や商社、ＴＯＴＯ、ＹＫＫ等にも出資頂いています。
新築、リフォーム、中古流通物件の売買、大規模改
修時等の住宅関連の保険を専門に扱っています。
　野村総研の試算では２０４０年、新築住宅着工数
は４９万戸。今の半分位になり、０５年に比べて建
築費は１．３倍。マンション価格は１２年の３８２４
万円から現在は５１２１万円。２３区内では８２３６
万円が平均値。６年連続で高騰しています。住宅
を主に買う３０、４０代は９０年１９０２万人、２０年
１５４９万人、４０年は１２６６万人の予測。少子化対
策で今、生まれてもこの数字は変わりません。厳
しい数字ですがここからは明るい話。新築は減
りますが、既存住宅の中古流通が増えます。
　４人家族のマンションでオール電化住宅の光
熱費は２１年１９万円、２２年２８万円と１．５倍に上昇
しました。日本のエネルギー自給率は１２．１％で
ほぼ原子力と火力発電。秋田県とほぼ同じ面積
のカタールには大きな競技場が８つもあります
が、これらはカタールの原油、ＬＮＧに依存する
私達の電気代で賄われているという事です。
　これを変えるために、これからはＺＥＨ（ゼッチ：
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の普及が進め
られます。高断熱住宅を造り、太陽光発電、蓄電
池「エネファーム」でエネルギーを創ると電気代
は０円（売電も可能）。１０年で約３００万円の光熱
費の節約が出来る。日本は窓や壁の断熱化が遅
れているので来年からは法律で一定の断熱住宅
でないと建てられなくなります。東京都では今、
発電設備がかなり安く出来、川崎市でもこれか
ら補助金が出されます。太陽光は蓄電池がない
と夜電気が無くなってしまうので蓄電池にも来
年から補助金が出ます。国は省エネ化に向け、
過去に例のない補助金をどーんと出している。
今後１０年間、経産省だけで１４兆円の省エネ対
策費が閣議決定、この５年間で８～９兆円の補
助金が出ます。工務店や地域活性化に役立つ補
助金なのでうまく使って頂ければと思います。
　２０３０年、ＺＥＨが義務化されるようになれば
エネルギー自給率は格段に上がる。水力、風力、
太陽光で約４０％のエネルギーを賄うようにす

る事が２月に閣議決定され
ました。原発稼働が入って
いますが火力発電は止める
事になっています。電気は
余っても足らなくても停電
になります。発電量と使用
量のマッチングは太陽光だ
けだと難しいので、火力も
ある程度あった方がいいの
ですが、エネルギー自給率

を上げるためには頑張らなければダメなわけで
す。去年１年間で電気代は３兆円値上がりし、そ
の分を国が補填しているわけですが、こんな事
を続けていたら日本は持ちません。現在、エネル
ギーに出しているお金は、ガソリンに６兆円、
電気に３兆円、ガスに３兆円。１年半で１２兆円
もの税金が使われています。これでは日本が破
綻してしまう。そのため、今、国を挙げて「創
エネ」エネルギーを自給しよう、使わないよう
にしよう、補助金を出すので断熱化して下さい
という事をやっています。
　３省合同（経産・環境・国交）の省エネキャンペー
ンに２８００億円の予算が付いて、窓の断熱化

（内窓を付けるとすごく暖かく快適になる）、高
断熱浴槽（お風呂のお湯が冷めない）、ドアの交
換にも補助金が出る。３００万円の補修に９１万６
千円の補助金、３５％位の補助金率です。私は
長く業界で補助金の窓口をやっていますが、こ
んな事は今までにありません。これは３～５年
続くと思います。既存住宅も含めて、これから
日本の省エネ化は急速に進むと思います。
　戦後日本には補修・修繕する文化がなく、新
築住宅は平均築３０年で取り壊されていました。
ＮＹやロンドンでも木造住宅は８０年位持ちます。
住宅は壊れたから直すものではなく、定期的に
メンテナンスをするものなのです。マンション
も１２年に一度大規模修繕をやると８０～１００年
持ちます。００年に建築基準法が変わり、それ以
降に建てられた住宅はメンテナンスをすれば間
違いなく８０年持つ。１２年に１回の修繕で親、子、
孫の３世代が使える住宅が出来るので、結果、豊
かになるのです。１０年間に２００万円あれば修繕
は可能なので、１０年で３００万円の光熱費が節約
出来るＺＥＨならば逆に儲かるのかなという気
がしています。
　これから潮目が変わります。ヒートショック
の起こらない暖かい住宅で、自分も長生きする
し、エネルギーも使わない。部屋が常に２２度
位の住宅が一番健康に良いとされています。
　新築住宅の着工棟数が伸びていた時代は大手
のハウスメーカーが有利でしたが、住宅減少社
会では地場の、小回りが利く、知恵のある工務店
が必ず脚光を浴びます。大手は小さな修繕をや
りたがりませんから、住宅は地場産業なのです。
これからの人口減少社会は地場産業が伸びます。
年間１０棟やっている工務店が３割減って７
棟。リフォーム、リノベーション、省エネ化で十
分利益は取れますが、１万棟やっている大手は
５千棟だったら成り立ちません。宣伝費は一緒
ですから。利益の取れるしっかりしたものを造
り、昔の薄利多売から厚利小売に移行する。
　これからの日本を元気に明るくするためにも
地域地域で考えて頂ければと思います。
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（株）住宅あんしん保障　取締役社長 梅田一彦様


